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東京農業大学国際食料情報学部

近代日本における勧農政策の本格的な展開は 明治 年 月における内務省の創設

および明治 年 年 月における同省勧業寮の設置をもって開始される 内務省期における勧

農政策展開の担い手となった農政実務官僚のうち 最上層部を形成する官僚の多くは 明治 年

から同 年 にかけて行われた岩倉使節団の米欧回覧 および明治 年に開催された

オ ストリアのウィ ン万国博覧会に直接関係を有する人 であった 岩山敬義 田中芳男 佐 木

長淳 池田謙蔵 関沢明清 前田正名 井上省三などであり 彼らの人的なネットワ クこそが 内

務省期における勧農政策展開の推進力となったのである 本稿では 彼ら内務省の農政実務官僚に焦

点をあて 初代内務卿であった大久保利通を中核とした人的なネットワ クがどのように形成されて

いったのかについて明らかにした

明治農政 農政実務官僚 岩倉使節団 ウィ ン万国博覧会

農会 農学校

博覧会 共進会

のち勧農局

友田

あった そして これらの政策目的を実現するた

めに必要な諸施策として 農政担当機関 農業団

明治新政府による勧農政策は 明治 年 体 農業教育機関 農業試験場

月の内務省創設 翌 年 月における同省勧業 農業博覧会 などが創設 整備さ

寮の設置をまって はじめて本格的かつ系統的に れていった これらの施策を実現していく担い手

展開される 内務省期における勧農政策展開の大 となったのが 内務省を創設し 自ら初代内務卿

きな契機となったのは 岩倉使節団の米欧回覧 となった大久保利通を頂点とする農政実務官僚た

およびこれとほぼ同時期に行われたウィ ン万国 ちであり そのネットワ クである 図 はこの

博覧会への明治政府の参加である 内務省勧業寮 ネットワ クを 民間の人 機関 団体をも含

の中で 最上層部を形成する農政実 めて概念化し 図示したものである 実際の相互

務官僚の多くが 岩倉使節団およびウィ ン万国 関係はきわめて複雑であるが ここであえて大胆

博覧会に直接関係を有する人 であったことにつ に簡略化してみた なお 彼らが具体的にどのよ

いては すでに拙稿 で検証したこと うな形で勧農政策の展開を担っていったのかにつ

があるが 本稿では彼ら農政実務官僚のネット いては次稿に譲る

ワ クがどのようにして形成されたのかについ 大久保利通を頂点とする農政実務官僚のネット

て より深く検討してみたい ワ クの中で 中核的な位置を占めるのは 岩山

敬義 田中芳男 佐 木長淳 関沢明清らである

表 には 明治 年 から 年までの勧業寮

さて 内務省期における農政実務官僚のネット における主要な職員 および参考として明治

ワ クとは何であろうか この時期における勧農 年 の勧農局職員を示した 勧業寮筆頭で内

政策展開の基本方向は 一つは輸入防遏と輸出振 務大丞を兼ねていた河瀬秀治は のちに商務を勧

興であり 二つには原野開墾と泰西農法の導入で 商局に移した際に勧商局長に転任している また

大鳥圭介は工学頭という工業部門の責任者なの

友 田 清 彦

内務省期における農政実務官僚のネットワ ク形成

要約

キ ワ ド

は じ め に

内務省勧業寮の農政実務官僚
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出所 友田清彦 の図を修正
備考 を付した岩山敬義と井上省三は 図示の必要上 二箇所に重複して掲載した
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農政実務官僚のネットワ ク図
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明治 年 明治 年 明治 年 明治 年

内務卿参議 大久保利通 内務卿参議 大久保利通 内務卿参議 大久保利通 内務卿参議 大久保利通

勧業寮 勧業寮 勧業寮 勧農局

頭 頭 頭 局長 松方 正義

権頭兼内務大丞 河瀬 秀治 権頭兼内務大丞 河瀬 秀治 権頭 河瀬 秀治 少書記官 岩山 敬義

助 古谷 簡一 助 助 橋本 正人

四等出仕 大鳥 圭介 四等出仕 大鳥 圭介 佐 木長淳

五等出仕 田中 芳男 五等出仕 田中 芳男 一等属 速水 堅曹

権助 岩山 直樹 権助 岩山 敬義 権助 岩山 敬義 門馬 崇経

六等出仕 田中 芳男 六等出仕 山高 信離 六等出仕 山高 信離 三等属 高畠 千畝

塩田 真 塩田 真 山中 福永

関沢 明清 関沢 明清 岡 毅

七等出仕 佐 木長淳 七等出仕 佐 木長淳 佐 木長淳 山田 令行

富田 冬三 富田 冬三 七等出仕 富田 冬三 池田 謙蔵

青山 純 青山 純 青山 純 岡野 朝治

鈴木 利享 鈴木 利享 平野 榮

武田 昌次 武田 昌次 大槻 吉直

橋本 正人 橋本 正人 奥 青輔

杉山 一成 杉山 一成 五等属 鳴門 義民

大属 鈴木 利享 大属 尾高 惇忠 大属 尾高 惇忠 織田 完之

尾高 惇忠 服部五十二 服部五十二 後藤 達三

服部五十二 門馬 崇経 門馬 崇経 舟木 真

門馬 崇経 川村 清輔 川村 清輔 多田 元吉

大森 惟中 大森 惟中 御用掛准奏任 人見 寧

八等出仕 武田 昌次 前田 正名

九等出仕 速水 堅曹 九等出仕 速水 堅曹 関沢 明清

中属 鳴門 義民 中属 鳴門 義民 中属 鳴門 義民 勧商局

織田 完之 織田 完之 長 大書記官 河瀬 秀治

十等出仕 後藤 達三 池田 謙蔵 少書記官 富田 冬三

奥 青輔 十等出仕 後藤 達三 博物局

権中属 織田 完之 奥 青輔 権大書記官 田中 芳男

十一等出仕 池田 謙蔵 多田 元吉 内国勧業博覧会事務局

十二等出仕 舟木 真 十二等出仕 舟木 真 十二等出仕 舟木 真 事務取扱御用掛 山高 信離

出所 各年の 官員録 より作成
備考 河瀬秀治は明治 年は内務省大丞 大鳥圭介は明治 年とも工学権頭兼製作頭 田中芳男は明治 年は内務省五等出仕 明治 年は

内務省権大丞が本務 明治 年の松方正義は大蔵大輔兼地租改正局三等出仕
明治 年については大属までは全員を 実線以下については一部だけを掲載した 明治 年についても三等属までについては全員 実
線以下については一部だけを掲載し また二重の実線以下で 明治 年まで勧業寮で名前の挙がっておりながら勧農局には所属しなかった
人物の一部について 参考までにその所属を示した

内務省勧業寮の職員

チックで表記

陽暦では明治 年

ゴ 月 日 陽暦

で 農業 水産部門担当者の中では 岩山 田中 を中心にまとめたのが表 および表

関沢 佐 木などが 一貫して重要な位置を占め である 見られるように岩山敬義と杉山一成が

ていたことが看取できる 岩倉使節団の大蔵省理事官および大蔵省理事官随

行 山高信離が澳国博覧会書記官 それ以外の

人が澳国博覧会事務官である

岩倉使節団関係者およびウィ ン万国博覧会関 明治辛未十一月十日

係者のうち 本稿の主題に直接関係する人 に起り 六年九月十三日 に止

表

農政実務官僚たちの欧米体験
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使 節 団 職 名 官 名 氏 名 出身 年齢 参 考

出発時
特命全権大使 右大臣 岩倉 具視 公家
特命全権副使 参 議 木戸 孝允 長州

同 大蔵卿 大久保利通 薩摩
同 工部大輔 伊藤 博文 長州
同 外務少輔 山口 尚芳 肥前

大蔵省理事官 戸籍頭 田中 光顕 土佐
大蔵省理事官随行 租税権頭 安場 保和 肥後

同 租税権助 若山 儀一 東京 耕牧事務 取調書類
同 七等出仕 阿部 潜 幕臣 耕牧事務 取調書類
同 同 沖 守固 鳥取
同 租税権大属 富田 命保 幕臣
同 検査大属 幕臣

英国留学生 従四位 前田 利継 金沢
前田利継随行 金沢県貫属 金沢
米国留学生 津田仙娘 津田 梅子 東京

途中参加
左院視察官 左院少議官 高崎 正風 薩摩 スタチスク 取調之書類
左院視察官随行 左院少議生 安川 繁成 白川
大蔵省理事官 勧農少属 薩摩 耕牧事務 取調書類
大蔵省理事官随行 租税寮七等出仕 由良 守應 公臣 耕牧事務 取調書類
工部省理事官随行 野口 富蔵 会津 蚕業事務 取調書類

出所 田中 をもとに 留学生および別途出発 途中参加者については各種資料に
よって補った

備考 参考 欄には 明治 年 月付けで 太政大臣から提出が命ぜられた報告書名を掲載
した

職 名 官 名 氏 名 伝習科目 その他 出身 年齢

副総裁 伊澳両国弁理公使 佐野 常民 佐賀
一級書記官 正院六等出仕 東京
一級事務官 正院六等出仕 水産 漁業 石川

同 文部六等出仕 博覧会 博物館 東京
同 工部七等出仕 塩田 真 佐賀
同 勧工寮七等出仕 養蚕法 福井

二級事務官 工部技術二等中師 山崎 直胤 大分
同 英国博覧会参加 東京
同 富田 淳久 同 上 長崎
同 阪田 春雄 同 上 佐賀

三級事務官 事務局十等出仕 山林諸科 大阪
同 事務局十一等出仕 平山成一郎 東京

三級事務官心得 事務局御雇 津田 仙 樹芸法 千葉
随行 製茶商 松尾 儀助 起立工商会社 佐賀
同 糸茶商 円中 文助 製糸 石川
同 植木職 内山半右衛門 園庭築造 東京
同 同 宮城忠左衛門 園庭築造 東京

随行雇外国人

列品幵物品出所取調技術誘導 独 ドクトル ワグネル
通弁及編集 独 ヘンリ ホン シ ボルト
建築 独 グレ ベン

資料 田中 平山 附録 をもとに 出身 年齢その他は各種資料によって補った

農村研究 第 号

岩倉使節および理事官等メンバ 一部

ウィ ン万国博覧会派遣メンバ 一部

久米

田中

る すべて全一年九ケ月二十一日の星霜 久保利通 工部大輔伊藤博文 外務少輔山口尚芳

を費やして行われた 右大臣岩倉具 の 名を副使とする総勢 名の遣米欧使節が

視を特命全権大使とし 参議木戸孝允 大蔵卿大 いわゆる岩倉使節団である 岩倉使節一行は ア

杉山 一成

関沢 明清

岩山 敬義

山高 信離
関沢 明清
田中 芳男

佐 木長淳

武田 昌次

緒方 道平

表
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内務省期における農政実務官僚のネットワ ク形成

明治

久米 田中

久米 田中

図 のちの北白川宮

友田

メリカ合衆国 イギリス フランス ベルギ 白書を提出 認められて民部省地理司権少佑准席

オランダ ドイツ ロシア デンマ ク スウェ を申し付けられ 翌 年 月 農事取調御用とし

デン 再びドイツ そしてイタリアを経て 年半 て 年間米国への派遣を命ぜられた 最初カリ

ほどの米欧諸国回覧の後 旅も終わりに近づきつ フォルニアの牧畜家の下で実地の研究を積んだ

つあった 年 月 日 オ ストリア が 同年 月 岩倉使節のサンフランシスコ到着

維納南方の駅 に到着し にともない 使節に同行することになった ワシ

た ントンでは農務省で農政に関する調査に従事 さ

当時 オ ストリア帝国の首府ウィ ンでは万 らにフィラデルフィアその他 各地の農事 牧畜

国博覧会が開かれていた 大使一行は同月 日の を視察し 翌明治 年 渡英 イングラン

午後から 駕して 東北 プラ テル 苑に至り ド スコットランドで農事 牧畜の視察 実地の

て 万国博覧会場を回覧 し さらに 日 日 研究に励んだ 研究を終えた岩山は 帰途米国で

日 日と計 日間にわたって万博を見学し 種牛 種羊 種子 農具などを買い入れ 明治 年

た ドナウ河畔 プ 月帰国し 間もなく勧業寮における農政官僚の

ラ タ を会場として 年 月 日から 中心となった 内務省期において岩山がとくに力

月 日まで開催されたこの万博には 欧米諸国を を注いだのは下総牧羊場事業であった 岩山の牧

中心に か国が参加し 出品人員 万 千人 入 羊に関する建白書が のちの下総牧羊場事業につ

場者総数 万 千人に達する大規模なものであ ながっていくことは言うまでもないが それはな

り 明治政府は総額 万円弱の巨額の国費を費 お漠然としたもので この建白書の段階では の

やし この博覧会に公式に参加した ち内務省期に下総牧羊場と千住製絨所という形を

表 と表 は岩倉使節団とウィ ン万国博 とって実現する 原毛生産 毛織物生産 の明確な

覧会関係の出来事について 本稿の主題に関連す イメ ジが提供されているわけではない

る人物を中心に 年表にまとめたものである そ ところで 下総牧羊場が薩摩の岩山敬義によっ

の他 の欄では 岩倉使節団 理事官のメンバ て代表されるとするならば 千住製絨所は長州の

ではなく 澳国博覧会の書記官 事務官でもない 井上省三によって代表させることができよう 井

が これを契機に大久保利通と接触を持つように 上省三は 弘化 年 月 長門厚狭郡宇津

なり やがて内務省勧農政策の展開の中で重要な 井の素封家伯野瀬兵衛の二男として生まれた 同

役割を果たすようになる人 について 関連記事 年毛利家家臣井上半右衛門の養子となり やが

を掲載した 一見しただけでは 各欄の記事相互 て藩立山口兵学校で蘭学を学んだ 明治 年

間の関連性を読みとることは容易ではないが こ 月 木戸孝允に伴われ上京 ドイツ公使

の表全体の流れを通じて 広義の 勧農 という 館書記のケンペルマンにドイツ語を学び 同年

言葉に集約できるような人脈ネットワ ク 月伏見満宮 渡欧に随従を申し付

が形成された その人脈ネットワ クの中核に位 けられ 月横浜を出航した 翌 年 月 ベル

置するのは 大久保利通自身である リンに到着 最初兵学を学んだが のち製絨技術

それではどのような形でネットワ クの形成が の習得に転じ ザガン市のカ ル ウルプリヒト

行われたのであろうか 表 と表 に即しつ 織物工場に入り 技術を修めた 同 年

つ 主要な人物について考察してみよう まず取 月 製絨技術習得の証明を受け 同年 月帰国

り上げたいのは岩山敬義である 帰国後は千住製絨所の創設と運営管理に尽力し

岩山敬義については別に詳しく論じたことがあ た

る 岩倉使節団との関連で 従って 下総牧羊場 千住製絨所という関係は

は まず明治 年 年 月 牧羊に関する建 人的に見れば岩山敬義 井上省三という関係とし
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佐 木長淳 工部省勧工寮十等出仕に任ぜられる

佐 木長淳 澳国博覧会御用掛を申し付けられる

この冬 井上省三 ガザン市の毛織物工場に入る

年 月 岩倉使節団関係 ウィ ン万国博覧会関係 その他

前田正名 仏国留学生を申し付けられる

品川弥二郎 桂太郎らとともに 普仏戦争視察
のため横浜を出航

岩山壮八郎 牧羊に関する建白書を提出
井上省三 松野 ら 伏見満宮 のち北白川宮
渡欧の随行を申し付けられ横浜を出航

オ ストリア公使 沢外務卿にウィ ン万国博
覧会への参加を要請

岩山壮八郎 民部省地理司権少佑准席を申し付
けられ 農事取調のため米国への派遣を命ぜら
れる 渡米の船には池田謙蔵も同船

井上省三 松野 ら 米国 英国を経由してド
イツ ベルリンに到着

佐 木長淳 勧工寮九等出仕
使節団 横浜発 このとき同じ船で 関沢明清も
加賀藩嗣子前田利嗣の英国留学に随行して渡英
サンフランシスコ着 岩山壮八郎これを契機に アップ ジョ ンズ 岩倉使節団のサン
使節団に随行 フランシスコ到着の新聞記事に惹かれ これが

来日の契機となる
参議大隈重信 外務大輔寺島宗則 大蔵大輔井
上馨 博覧会事務取扱を命ぜらる

岩山壮八郎 英国へ転学を命ぜらる 渡英には
池田謙蔵も同行

太政官に博覧会事務局を置く
田中芳男 澳国博覧会御用掛兼務を仰せ付けら
れる

ワシントン着
アップ ジョ ンズ 横浜着

佐 木長淳 勧工寮八等出仕
田中芳男 文部省七等出仕
佐野常民 博覧会事務取扱を命ぜらる
佐野常民 博覧会理事官を命ぜらる

アップ ジョ ンズ 静岡県下で牧場適地調査
を実施

ワシントン発
ボストン着
由良守應 牧畜研究として大蔵省理事官随行を
仰せ付けられる
ボストン発
ロンドン着

この夏 井上省三 岩倉使節団英国に在留中
転学のことを伺う

官費留学生野口富蔵 工部省理事官随行を仰せ
付けられる

田中芳男 文部省六等出仕
関沢明清 六等出仕 澳国博覧会御用掛を仰せ
付けられる

岩山壮八郎 大蔵省租税少属に任ぜられる
大隈重信澳国博覧会事務総裁に 佐野常民同副
総裁に命ぜらる
佐 木長淳 勧工三等上師に任ぜられる
関沢明清 田中芳男 佐 木長淳 武田昌次ら
博覧会事務官 山高信離ら博覧会書記官を申し
付けられる

松野 エ ベルスワルデ高等森林専門学校に
入学

関沢明清 博覧会準備のため先行を命ぜられ横
浜を出航

ロンドン発 パリ着

佐 木長淳 勧工寮七等出仕
田中芳男 佐 木長淳 関沢明清は博覧会一級
事務官兼勤 武田昌次は同二級事務官兼勤 緒
方道平は同三級事務官兼勤を命ぜられる
博覧会書記官 事務官 随行員等 横浜を出航

パリ発 ブリュッセル着
ブリュッセル発 ハ グ着

佐野常民 ワグネル等 横浜を出航

岩倉使節団およびウィ ン万国博覧会関係略年表

明治 年

明治 年

明治 年

明治 年

明治 年

表

�

�

� �

� �

� �
� � � �

�

�
�
�

� �

�
� �

� � �

� �
�

�
� �

�
�

� �
� �

�
�
�

� �

� �

� � � � �

�

�
�

�
�

� �
�

�

� �

�

�
� � � �

� �
� � �
� �

� � �
�

�
� �

�

� �

�

�

�

�

�

��

�
�

�

� �

�

�

�

� � �

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. D.W.

.

.

.

.

.

. D.W.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

-

2 ,2

3
+, -

, /

, +.

, +2

+* 1
++ /
++ +,

+, 0

+, +.

+, +1

+
+ +*

+ ,+
- ,3
. +*
. ,*
/ -
/ ,/
/

0 ,,
0 ,2
0

1 -
1 +.

2 ,/

3 +.
3 +3

+* +3
+* ,1

+* ,2

+*

++ +

++ +0

+ +1
+ ,,

+ -*
, +1
, ,.
, ,/

,

-

.

/

0

. +

�

�

�

農村研究 第 号 � �18 +*. ,**1



前田正名 外務省二等書記生 仏国公使館在勤と
なる このころより仏国農商務省に出入りする

年 月 岩倉使節団関係 ウィ ン万国博覧会関係 その他

ハ グ発
ベルリン着 鮫島弁務使 青木周蔵 品川弥二
郎ほか留学生数十人が駅で出迎え

博覧会書記官 事務官 随行員等 ウィ ンに
到着 二級事務官武田昌次ら 英国博覧会参加
のためトリエステで分かれ 英国に出発

野口富蔵 大蔵省十三等出仕に任ぜられる
ベルリン発 大久保利通帰朝の途につく
ペトログラ ド着
大久保帰途パリに立ち寄り 鹿児島出身留学生 井上省三 木戸孝允 伊藤博文に謁し 羅紗製
の郷友会が開かれる 前田正名これに参加 造に関する所信を披瀝

田中芳男を第 区 紙楮類 の審査官副長
津田仙を第 区 農林業 第 類審査官とする

ペトログラ ド発 佐野常民 ワグネル等 ウィ ンに到着
木戸孝允帰朝の途につく
コペンハ ゲン着
コペンハ ゲン発
木戸孝允 ウィ ンに到着 月初めにかけて
万国博覧会を見学
ハンブルク着 博覧会の開場式挙行される

オ ストリア皇帝 日本庭園を訪問
ミュンヒェン発
フロ レンス着
フロ レンス発
ロ マ着
ロ マ発 大久保利通横浜着
ヴェニス着 佐 木長淳が出迎え
ヴェニス発
ウィ ン着

岩倉大使 伊藤 山口両副使とともに万国博覧
会会場を巡覧

万国博覧会を見学
万国博覧会を見学
万国博覧会を見学
万国博覧会を見学
ウィ ン発
チュ リッヒ着
チュ リッヒ発 ベルン着
ベルン発 ジュネ ヴ着

関沢明清 病のため帰国の途につく
ジュネ ヴ発 リヨン着
リヨン発
マルセ ユ着
マルセ ユ発
木戸孝允横浜着 関沢明清 帰国
岩山直樹 綿羊 農具 種苗などを携え帰国

ウィ ンの宮殿で賞牌の授与式挙行
岩山直樹 租税大属に任ぜられる
横浜着

津田仙等 帰国の途につく
万国博覧会閉会
佐 木長淳 グレ ベン帰国を命ぜらる

内務省設置
勧工寮廃止 佐 木長淳 製作寮七等出仕
武田昌次 帰国を命ぜられ ヴェニス出航
佐 木長淳帰国

岩山直樹 勧業権助に任ぜられ 農務課長を仰 内務省勧業寮設置
せ付けられる

田中芳男等 ウィ ンを出発
佐 木長淳 勧業寮七等出仕
田中芳男帰国

井上省三 留学期間満了のため海外留学を免ぜ
られるが 自費をもって留学を継続
文部省留学生を整理 前田正名はそのまま滞仏

田中芳男 勧業寮六等出仕に兼補
佐野常民 ワグネル等 ウィ ンを出発
緒方道平 帰国
佐野常民 ワグネル等 横浜着

この年 関沢明清 勧業寮六等出仕
緒方道平 内務省地理寮九等出仕に任ぜられ山
林課に勤務 松野 帰国 内務省地理寮雇となる

井上省三 製絨技術習得の証明を受け 帰国
のち勧業寮雇

出所 岩倉使節団関係 については主に田中 など ウィ ン万国博覧会関係 については主に田中 平山 など また その他 につ
いては木代 祖田 などによった

岩倉使節団およびウィ ン万国博覧会関係略年表

明治 年

明治 年

明治 年

表

� �

� � �
� �

�
�
�

� � � �
�

� � �
� �

� �

� �

�

�
� � �

�

�
�

�
�

�
�

�

�

� �

� � �
� �

�

� �

�
� �

� �
�

� �
�
� �

� �
� �

� �
� �

�
� � �

� � 	 
 � � � 	 
 � � � 	 

� �� � � �

�

�

�

�

� �

�
�

�

�

�
�
�
�

�

�
�
�

�

�

�
�

�

�

�

�

�

��

�

�

�

� �

�

�

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

- 1
- 3

- ,-

- ,/
- ,2
- -*
-

. / ++
, .

. +.

. +0

. +2

. ,-

. ,3 /

/ +
/ /
/ 1
/ 3
/ +*
/ ++
/ ,0
/ ,1
0 ,
0 -
0 /

0 0
0 3
0 +0
0 +1
0 +2
0 +3
0 ,*
0 ,3
1 +,
1 +/
1 +1
1 +2
1 ,*
1 ,-
2 ++
2 +2
2 +3
3 +-
3 ,+

++ ,
++ .
++ +*
++ +3
++ ,2
+, -+

+ 3

+ ++
+ -+
- 1
.

0
2 2

+* ,+
++
+, ,1

+33. +231
+3-2 +31-

0

1

2

. ,

�

内務省期における農政実務官僚のネットワ ク形成� 19



農村研究 第 号

侯

爵大久保家蔵版

大久保

坂根

坂根

成川

木代

ザガン市カ ル ウルプリヒト織物工場

ケンペルマンか

木代

て見ることができるが その関係はどのようにし 保 岩山ラインの牧羊事業と井上の製絨事業が結

て形成されたのであろうか これに関して興味深 びついていくと考えて良いであろう

いのが 大倉喜八郎の 大久保公と毛織事業 なお 井上省三の転学にはもう一つの説があ

という談話である る 青木周蔵の説である 青木の自伝によれば

大倉によれば 明治 年 当時パリに滞在 当時ベルリンに来ていた北白川宮一行に 兵学か

していた大久保利通 木戸孝允と面会した際に ら他の学科への転学を説いたところ 第一に賛意

大久保から欧州視察の目的について訊かれ 羅紗 を表したのが井上省三であったので 井上に対し

製造に関する取り調べであると答えたところ 大 て 日本の陸海軍は将来多量の羅紗を需要すべき

久保はこれに賛意を表しながらも 先ツ試みに は勿論 一般人民も亦羅紗を使用するの時機来る

毛織事業を政府の力で着手して相当の成績を収め べし 左れば 今に於て羅紗製織の方法を修得す

事業に見込がある様になれば貴公の手に払下げる るは国家経済上一大利益なりとの理由を以て 羅

事にしては如何や とのことで さらに大久保か 紗製織の方法を研究すべし と勧告し また井上

ら 毛織事業はなかなか難しいものなので 織物 が羅紗製織の方法を修得し終わったあと 其の

の研究には木戸公の選抜で長州の学生井上省三又 帰国に際しては一封の紹介状を大久保 利通 内

羊の研究には吾輩 の薩州の岩山敬義と云 務卿に寄せ 同氏の経歴を述べ 且 同氏を主幹

ふ人物を選み井上は独逸の ケムニチ の織物を として羅紗製織所を起さんことを建議した とい

調査研究し岩山は米国の牧場に就いて緬羊飼育の うのである この青木説につ

方法を研究する事になつた と言う話があったと いては 青木の自伝以外にこれを証明する資料が

している この談話では 大倉の話を契機として 存在せず 井上省三伝 などによれば 井上の転

初めて 井上にドイツで製絨について また岩山 学は自主的なものであったと考えざるをえない

に米国で牧羊について研究をさせることになった ところで 青木の自伝では 同じく伏見満宮に

と読めるが それ自体は誤りである 岩山がすで 随従して 留学生となった松野 にも 森林経営

に明治 年 の時点で牧羊に関する建白を の国家経済上重大なる関係あることを説明して

行い 翌年から米国で牧畜の研究に従事していた 林学を修めんことを慫慂 したと

のは既述のごとくであるし 井上についても す 述べている 松野の回顧 に

でに明治 年夏頃 当初の志望であった兵学研究 よれば 井上の場合とは異なり 林学への転学が

に不満をおぼえ 民間での産業振興に資するため 青木の薦めによったことは間違いないようであ

大使英国在留中竊ニ転学之義相伺 い さらに同 る

年冬から友人の親戚 の 羅紗 松野 は 弘化 年 月 長門美弥郡太

製造局 に 田村に大野大作の二男として生まれた 坪井信

入り学んでいるからである 道に蘭学を学び のちに脱藩して松野姓を名乗っ

ただし 大倉の談話そのものは誤りであるとし た 明治 年 上京し 医学を伊東方成に学

ても 牧羊事業と製絨事業が結びつき それぞれ び また開成学校御雇教師カトリル 公使館通訳

が下総牧羊場 千住製絨所へと具体化していく契 のスイス人ケンベルマン から

機となったは やはりこの岩倉使節団であったと ドイツ語を学んだ 井上省三と同じく 翌 年伏

考えられる 井上の書簡には ドイツ滞留中の木 見満宮に従って渡欧 ドイツでは最初国家経済学

戸孝允 伊藤博文らに 私之開国論ヲ陳述スルニ を志したが のち林学に転学 ハルツブルクで森

大ニ其同意ヲ得 たとあるが 岩 林官シュライベル ウィンカエルホ フから林学

倉使節のドイツ滞在は明治 年 月である の初歩を教わり 同 年 月からエ ベルスワ

から このころから木戸 伊藤らを通じて 大久 ルデの高等森林学校に入学 明治 年 月
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内務省期における農政実務官僚のネットワ ク形成

子

子

岩倉使節が来

た際に

中

略

成川

森川

坂根

佐 木

全科を修了 帰国した 帰国後は山林行政に携わ オ ストリアのマリアブルン山林大学校に入り

り また東京山林学校の創設に尽力し 初代校長 マルヘット エキゼ ル などについて植樹法

となった 伐採法 森林法及木材学を学び また飼草撰種法

井上省三も松野 も 木戸孝允 青木周蔵のラ を伝習した さらにエキゼ ル氏に従ってバイエ

インで結びつく長州閥であったが 井上が大久保 ルン ザルツブルク ダッハウ地方を巡回してそ

利通に起用され千住製絨所を通じて内務省勧業政 の実況を視察し 農務省ではミクリツ 氏によっ

策に係わっていったのと同様に 松野もまた木戸 て農務省の制規および事務管理の実況を研究し

の斡旋とそれを受け入れた大久保により 内務省 同 年 月帰朝 翌 年 月から内務省地理寮

に地位を得て 山林行政に携わることができたの に出仕し 林政に尽力した このように緒方道

である 松野はこれについて 先に 平は ドイツ留学生であった松野 とは異なり

独逸に於て開陳したる林業の必要論は 澳国博覧会事務官であったが 同じ事務官として

幸に大久保内務卿の容る 所となつて 卿が帰朝 緒方より上位の一級事務官であったのが佐 木長

せられると内務省地理寮内に 木石課を設け 淳である

続て之を山林課と改めた 余は帰朝するや直 幕末期に福井藩の藩政改革で大きな役割を果た

に卿に召出され 八月二十八日地理寮雇を命ぜら した佐 木長淳は 廃藩置県後上京 明治 年

れ 月俸七十円を給せられた と 月工部省勧工寮十等出仕 翌 月には

述べている 同九等出仕に任ぜられた 同 年 月澳国博覧会

なおちなみに 松野 は大日本山林会の創設に 御用掛 月同一級事務官を申し付けられ

尽力するが 明治 年 月同会が設立さ ウィ ンで博覧会事務に従事した 他方 イタリ

れたときの幹事長が品川弥二郎である 品川は アの生糸会社 パドワの蚕事学校 製糸場 養蚕

松野や井上がドイツ留学当時 青木と並んで留学 家 スイスの屑糸紡績場 紡績機械製造所などで

生たちの中心的な存在で 森川潤氏のいわゆる 視察 調査を行い オ ストリア ゴルツの 蚕

ドイツ コネクション の中核的人 事学校 でボルレ について養蚕関係の伝習を受

物の一人であった やがて 松方正義の後を継い けた この間 勧工寮七等出仕 製作寮七等出仕

で勧農局長となり さらに農商務省創設とともに に補せられている 明治末における佐 木の回想

農商務少輔となり 農政の前面に登場してくる によれば 私が初めて公にお目に懸つたのは

が これは後日の話である オ ストリアの博覧会の時であつた 明治六年の

ところで 青木の自伝は松野 に関して 松野 一月に佐野常民伯と同道してオ ストリアの博覧

氏は是れに由て日本に西洋主義を基礎とする林学 会に行つた 其時は工部省の七等出仕であつた

を輸入せる第一人となれり と述 が オ ストリア博覧会一等出仕として行つたの

べているが 近代林学 林政導入の功績を松野一 である 博覧会の事が略終ると 今度は養蚕製糸

人に帰すような見解には大きな問題がある 松野 紡績 此の三ツを取調べろといふ工部省の命令

と並んで 近代林学 林政導入に大きな役割を果 で 先づオ ストリアで此等を調べ 後に伊太利

たした人物として緒方道平がいるからである 幕 へ行つて 此の三ツを調べて居た さうして居る

末期に蘭学を学んだ緒方道平は ウィ ン万国博 と 岩倉大使が大久保木戸等の副使を随へて伊太

覧会開催にともなって 明治 年 月博 利へ来られ ベニスに泊られる事になつた 私は

覧会事務局雇となり 同 年 月には博覧会事務 ベニスの停車場へ迎ひに出て旅館へも同道して御

局十等出仕として博覧会三級事務官に任ぜられ渡 挨拶を申上げたが 此が公にお目に懸る始めで

澳 独語通弁列品所詰の任に当たった 博覧会閉 而も欧羅巴では 此の時唯だ一回お目に懸つたき

会後 佐野常民から山林事業伝習を命ぜられ りであつた という 岩倉使
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からむしこしらへかた いとにせいするそうもく

うるしこしらへかた ろうこしらへかた

農村研究 第 号

同上

大久

保

同上

屑糸紡績

都

田

田中 平山 附録

同上 下篇技術伝習 澳

国

山本

澳国博覧会

節団がベニスに到着したのは明治 年 月 滞澳中に病気にかかったため 深い研究を行う機

日 途中で岩倉使節団と分かれた大久保利通は 会をもてないまま帰国した 従って 関沢が水産

その前日の 月 日には横浜に着いているから の問題に本格的にかかわるのは 明治 年

佐 木の回想は信憑性が乏しいが 伊太利で一 開催の米国フィラデルフィア万国博覧会に事務官

寸お目に懸つた時に大久保公のお眼鏡に叶つたも として参加してからであったが 水産問題に目を

のらしい とも述べているように 実際 見開かされた発端がウィ ン万国博覧会であった

の場所はともかく 岩倉使節団の滞欧中に佐 木 ことは重要である 帰国後はわが国水産行政の第

が大久保と初めて出会った可能性は少なくない 一人者として活躍した

いずれにせよ 佐 木は明治 年 月に帰国し さらにもう一人の博覧会一級事務官田中芳男

翌 年 月内務省勧業寮七等出仕となり は 博物学者として著名で 伝記的研究その他

公からは色 建議をしろと言はれて盛に建議 も豊富なので経歴等は省略するが ウィ ン万国

をしたが 大抵用ゐられ とくに新 博覧会後も博覧会行政をはじめ 農林水産業の各

町紡績所 の創設など養蚕 製糸の分野 分野で要職を歴任し活躍した なお 農政官僚で

で大きな功績を遺した はないため本稿では触れないが 三級事務官心得

佐 木長淳と同じ博覧会一級事務官に関沢明清 の津田仙がメンバ に加わる契機について その

がいる 関沢明清は天保 年 月 加賀藩 唯一の伝記でも もともと農業関係の人として知

士関沢六左衛門房清の二男として金沢に生まれ られていたので その部門からの詮衡により

た 江戸で江川太郎左衛門 村田蔵六に蘭学を学 加えられたと記されているだけだ

び 慶応 年 藩の軍艦軍用頭取として長崎 が 田中芳男は慶応元年 頃のこととして

に赴き さらに選ばれて英国留学を命ぜられた 其時津田仙君とは至つて心易かつたから 津田

ロンドンで学び 滞英 年ののち 明治元年 君かいろいろ誘導して下され 又植物栽培に付て

帰国した 明治 年 月 岩倉使節 も津田君と打合せてやつたことがあります と述

団に同行して留学する旧藩主の嗣子 前田利嗣に べており 田中芳男の推薦という可能性が高い

随行して再度英国に渡った 同 年 月正院六等 ところで田中芳男の経歴がよく知られているの

出仕 澳国博覧会御用掛となり 翌 月博覧会 と対照的に 勧業寮では重要な役割を果たしたと

事務官を申し付けられ 月出品の準備 打ち合 思われるにもかかわらず 経歴がよくわからない

わせのため他の事務官等に先だってオ ストリア のが博覧会二級事務官の武田昌次である 表 に

に渡航した ウィ ン万国博覧会では 外人応接 もあるように 武田は博覧会事務官とは言っても

兼貿易取調 を担当し 英国博覧会の担当であり ウィ ン万国博覧会の

たが 関沢が注目したのは水産 漁業であった 事務官ではないため 澳国博覧会参同記要 の

関沢がのちに著した 澳国博覧会後に於ける本邦 人員表 にも名前が見られない ちなみに 英国

の水産業 では 博覧会とは英国経常博覧会と呼ばれるもので 明

博覧会ありて予は事務官として派遣せられし 治 年 月から 月まで ロンドンのサ

とき各国より出陳せる物品星羅森列の中其水産に ウスケンジントンを会場とし 日本からも陶磁

属する者は他の割合に多からざりしと雖も其養魚 器 七宝 漆器などを出品したこと程度しか明ら

の方法の規模宏大なる漁業制度の用意周到なるが かになっていない 澳国博覧会

如き実に予が剏見せし所にして驚歎の余殆んど人 ノ際ニ乗ジ 事務局特ニ之ヲ編成 し

をして唖然たらしめたりき然れども予は当時事故 た一覧図説が 教草 であり 武田昌次は全 葉

あり此等の事を研究するに及ばずして帰朝 した のうち 苧 麻 製 法一覧 製 糸 草 木一覧

と述べている この回想にもあるように 関沢は 漆 製 法一覧 蝋 製 法一覧 油一覧 べに
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くず こ こんにゃく

マ マ

リオン

内務省期における農政実務官僚のネットワ ク形成

吉田

祖田

友田

石

神

勝田

一覧 澱粉一覧 郷腐一覧 豆腐一覧 の 葉 て重要な役割を果たすことになる人物として前田

について 述者 撰者 抄録者などとして係わっ 正名を挙げておく 前田については伝記 その他

ているが 復刻版の解説者吉田光邦氏も武田昌次 多くの研究論文等が著されているので ここで

については ほとんど何も明らかにしていない は前田が勧農政策に係わるようになった契機につ

なお 帰国後については 明治 いてだけ略述しておきたい 祖田修氏によれば

年 月田中芳男の建議により小笠原島 前田正名は明治 年 大久保利通 大隈重

事務係をおき 武田昌次が事務に当たったこと 信の配慮で大学校より留学生の指名を受け 同年

同年 月小笠原島に移植する植物調査のため一等 月頃コント モンブランに随行してフランスに

属武田昌次を委員としてインド ジャワに派遣し 渡ったとしているが 日本史籍協会編

たことなどがわかっている 明治 年 に および我部 広瀬 によれば

は勧農局一等属兼会計局一等属 小笠原島内務省 仏国博覧会御用ニ付御傭仏人我領事館コントモ

出張所在勤一等属であったが 同年 月小笠原 ンブランへ随行仏国派出 を申し付けられたのが

諸島は東京府に移管され これにともなって武田 明治元年 月 仏国留学生 を申し付け

は東京府一等属 小笠原島出張所詰となった 明 られたのが同 年 月であった フランスでは普

治 年 以降については定かでない 仏戦争 パリ コンミュ ンという激動の時代を

澳国博覧会事務官で重要な人物としては この 身をもって体験したが その詳細については不明

ほかに一級書記官山高信離 二級事務官阪田春雄 な点が多い やがて明治 年 岩倉使節団

などがいるが いずれも活躍の分野は主に博覧会 が欧米を訪問し 各地を巡歴したが 帰途大久保

関係でなので ここではこれ以上触れない また は再びパリに立ち寄り その機会に鹿児島出身の

岩山敬義以外の岩倉使節団関係者で 農政に関係 留学生たちが 郊外の景勝地サンゼルマンにおい

する調査や報告を行った人物として 表 の中で て三月末郷友会を開いた この

は阿部潜 沖守固 高崎正風 由良守應 野口富 とき集まった中に前田正名がいる 祖田氏は岩倉

蔵が重要であるが 帰国後は勧農政策の分野には 使節米欧回覧中における大久保利通と前田正名の

ほとんど係わっておらず またその略歴について 直接の接触については この程度しか触れていな

はすでに拙稿 で紹介したこと いが 後年の新町紡績所に関連する前田正名の談

があるので これを参照されたい なお 大蔵省 話によれば 明治六年故人大久保公全権副使と

理事官随行の杉山一成は 幕府の先手組与力 精 して仏国巡回中里 に於ける絹糸紡績工場を視察

鋭隊取締役で 明治維新後 徳川慶喜の静岡移住 せられた際 余は留学中で通訳の為随行した

に随従した 田中顕光理事官随行として岩倉使節 とあり 途中で岩倉使節団と分かれ

団に係わり 帰国後は勧業寮七等出仕となってい た大久保がリヨンを通るとすれば パリ再訪のあ

るが 勧業寮が勧農局に再編された際には会計局 と マリセ ユへの途次と考えられるから 年

権少書記官に移り また岩倉使節団大蔵省理事官 月頃のことであろう 同年 月 前田は海外留学

随行でも 会計専務 となっていたことからわか を免ぜられたが そのまま滞仏し 年 月には

るように いわゆる会計官で勧農実務に携わった 二等書記生に任ぜられ 仏国公使館在勤を申し付

農政官僚とは言えない 杉山は明治 年 けられた 仏国農商務省につき農商工業の取調

月 日 肺病で病没している に従事した のがこのころのこ

最後に岩倉使節団の直接の関係者でもなけれ とで やがてパリ万国博覧会を契機に内務省勧農

ば 澳国博覧会事務官などのメンバ でもない 政策に係わっていくことになるのである

が 岩倉使節団のフランス訪問を契機に のちに

内務省勧農政策に係わり やがてその展開にとっ
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ここでは 内務省勧業寮 のち勧農局 で 農業 以上松野 については 主に成川

養蚕 畜産を含む および水産業関係の行政に携 田中 によった このほか 松野

わった官僚に加え 地理寮 のち地理局 で山林行 と林学を論じた論文に 小林 飯塚

政に携わった官僚をも含めて農政官僚と呼ぶことに がある

したい のちの農商務省の農林水産関係官僚に相当 緒方道平の経歴と業績については 長池

する 友田 などを

岩倉使節一行といっても全員ではなく 副使の木 参照されたい

戸孝允は同じく副使の大久保利通とともに使節に先 佐 木長淳の経歴と業績については 取り敢えず友

だって帰国の命をうけたため 岩倉らよりも早く 田 を参照されたい

月 日ウィ ンに到着し 月初めに博覧会を見学 関沢明清の経歴と業績については 大日本水産会

しているし 大久保はこのころすでに日本に帰国し によった 研究としては 吉原

ていた 日本史籍協会 が詳しい このほかにも 下

田中 平山 上篇 によれば 六月一日 田村 岡本

岩倉全権大使ノ一行澳国ニ着シ同五日大使ハ伊藤 大日本水産会 佐藤

博文 山口 尚芳 ノ両副使ト共ニ会場ヲ巡覧セラ などが参考になる なお 小説ではあるが和田

レタリ とある はよく史実に即していて興味深い

井上省三については 木代 が詳しい な まとまった伝記的研究 資料集としては 小泉

お 大日本織物協会報告 第 号 大日本織物協 村沢 みやじま 田中

会 には 故井上省三君之肖像 と 故井上 がある また 田中芳男君七六展覧会の砌同君の演

省三君の略伝 が掲載されているが 同上誌 第 述されたる所に係る 経歴談として田中

号 頁に掲載された 動物繊維即獣毛の が 博物館の企画展図録には飯田市美術博物館

説 と第 号 頁収録の 印度地方花綿 がある さらに 論文 評伝では主なものと

工業の景況 は井上省三の数少ない論考である して 水野 奥本

松野と同じく 青木周蔵の薦めによってビ ル醸 磯野 橋詰 長沼

造に取り組み 帰国後 開拓使麦酒醸造所の創設に 角山 などを

あたった人物に中川清兵衛がいる 中川については はじめ多数の研究がある

子孫による伝記 菊池 柳井 があるが 滞 伝記的研究としては とりあえず祖田 だ

独中に関する記述はほとんどが青木の自伝によって けを挙げておきたい この他 モノグラフィ は極

いる めて多数あるが いずれも主に 興業意見 や府県

旧説では大野徳右衛門の 男とされていたが 池 農事調査 また地方産業運動 全国農事会運動を主

田 は 徳右衛門は祖父で 父は大作 題としたもので フランス留学時代について詳しく

であることを考証している 論じたものを見ない

ウィ ン万国博覧会への日本政府の公式参加とい

う 相互に関連しあう二つの画期的なイベントで

内務省期における勧農政策推進の担い手となっ あった 本稿では とくに最上層の農政実務官僚

たのは 勧農担当部局の最上層を構成する農政実 たちに焦点をあて 彼らによるネットワ クがい

務官僚である 彼らは 上は初代内務卿大久保利 かにして形成されていったのかについて明らかに

通を頂点に 下はそれぞれの人脈に基づいて手足 した 次に問題となるのは こうして形成された

となって政策を遂行する中下級官僚を包含した一 農政実務官僚たちのネットワ クが どのように

大ネットワ クを形成し 勧農政策を推し進めて して勧農政策を遂行し どのような成果を近代日

いった そして このネットワ ク形成の最大の 本における農政史上に遺していったのかである

契機となったのが 岩倉使節団の米欧回覧と 稿を改めて考察したい

注

お わ り に
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田村栄太郎 日本の産業指導者 国民図書刊行会
角山幸洋 佐野常民と田中芳男 幕末明治期のある官僚の行動 経済論集 関西大学経済学会 第 巻
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友田清彦 岩倉使節理事官 理事功程 と日本農業 農村研究 東京農業大学農業経済学会 第 号
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友田清彦 資料 明治の蚕業指導者佐 木長淳と 蚕事学校 構想 農村研究 東京農業大学農業経済学会
第 号
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第 巻第 号
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橋詰文彦 田中芳男と万国博覧会 明治期における実務官僚の役割 研究紀要 長野県歴史館 第 号

水野都沚生 博物学史に欠くことのできぬ飯田出身の田中芳男男爵 伊那 伊那史学会 第 巻第 号
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山本光雄 日本博覧会史 理想社
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( )

a

( b)

)

(

Full-fledged expansion of the agricultural policies in Japan in the modern age was started by

inauguration of the Naimusho and by settling of an industry promotion division in the said ministry.

Most of the bureaucrats forming the highest hierarchy among the secretarial bureaucrats who were

competent enough to support the expansion of the agricultural policies were the people who were directly

related to the circulating tour of Iwakura Mission carried out in the period ranging from to and

the events of World Exposition in Vienna, Austria of . Major governmental o cials included Iwayama

Keigi, Tanaka Yoshio, Sasaki Chojun, Ikeda Kenzo, Sekizawa Akekiyo, Maeda Masana and Inoue Seizo. It

should emphatically be stated that their human-relational networks acted to promote the power of the

agricultural policy expansion in the period of the Naimusho. The focus in this paper is on the secretarial

bureaucrats of agricultural policy in the Home Ministry, and it is explained how the human-relational

network, with Ohkubo Toshimichi as a pivotal figure, came to be formed.

: Agricultural Policy in Meiji Era, Secretarial Bureaucrats of Agricultural Policy Ministry,

Iwakura Mission, World Exposition in Vienna

Kiyohiko TOMODA (Tokyo University of Agriculture)

Key words

Formation of Networks of Secretarial Bureaucrats of Agricultural

Ministry During the Period of Naimusho (Home Ministry)
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